
　
平
成
25
年
の
日
本
に
住
む
65
歳

以
上
の
人
の
人
口
割
合
は
、
25
・

１
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
世
界
で
最
も

高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
化

が
進
む
社
会
と
な
っ
た
今
、
国
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
場
所
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
ぐ
る
み
の
ま

ち
づ
く
り
（
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
、
市
の
取
り
組
み

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
長

寿
支
援
課
長
寿
支
援
係

（
☎
内
線
５
８
７
）
へ
。

人
口
減
少
と
高
齢
化

　
桐
生
市
に
居
住
す

る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
、
平
成

27
年
10
月
１
日
現

在
、
３
万
８
５
５
９
人

（
32
・
88
パ
ー
セ
ン

ト
）
で
、
県
内
12
市
の

中
で
も
高
い
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
25
年

３
月
に
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
発
表
に
よ
る
と
、
桐
生
市
で
は

今
後
も
総
人
口
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
一
方
で
、
高
齢
者
人
口
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成

32
年
に
は
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー

ク
に
達
し
、
平
成
37
年
度
に
は
後

期
高
齢
者
人
口
（
75
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
）
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護
現
場
で
も
担
い
手
不
足
は

深
刻
で
、
も
は
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
は
、
高
齢
者
の
生
活

全
て
を
支
え
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
ご
み
出
し
の
サ
ポ
ー
ト

や
見
守
り
な
ど
、
日
常
的
に
起
こ

る
困
り
ご
と
へ
の
対
応
は
、
公
的

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、
地
域
で
の

支
え
合
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

地
域
で
支
え
合
う

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
こ
の
解
決
策
と
し
て
進
め
て
い

る
の
が
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
地

域
住
民
や
関
係
機
関
な
ど
で
連
携

し
て
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に

防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
の
体
制
を
作
る
に
は
、
自

助
、
互
助
、
共
助
、
公
助
が
上
手

く
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

有
効
で
す
。

自
助
＝
自
ら
の
働
き
又
は
年
金
収

入
な
ど
に
よ
り
自
ら
の
生
活
を
支

え
、自
ら
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と

互
助
＝
近
隣
の
助
け
合
い
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
支
え
合
い

共
助
＝
介
護
保
険
、医
療
保
険
な
ど

公
助
＝
自
助
、
互
助
、
共
助
で
は

対
応
で
き
な
い
困
窮
な
ど
の
状
況

に
対
す
る
社
会
保
障
制
度
な
ど

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

　
高
齢
者
が
地
域
で
い
き
い
き
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
高
齢
者
介
護
サ
ポ
ー
タ

ー
や
、
介
護
予
防
を
地
域
に
広
め

る
高
齢
者
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

域
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
活
発
化

さ
せ
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持

っ
て
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

　
各
種
検
診
の
受
診
率
の
向
上
を

図
り
、
疾
病
の
発
症
予
防
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
、
適
切
な
受
診

が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
そ
し

て
、
高
齢
者
が
自
ら
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
場
を
拡
充
し
、
健

康
上
の
問
題
が
な
く
日
常
生
活
を

送
れ
る
期
間
の
延
伸
を
目
指
し
ま

す
。

介
護
予
防
の
推
進

　
高
齢
者
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
介

護
予
防
が
学
べ
る
よ
う
に
介
護
予

防
教
室
を
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、

日
常
生
活
の
中
で
自
ら
介
護
予
防

が
行
え
る
よ
う
に
介
護
予
防
教
室

の
内
容
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
さ
ら

に
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む
高
齢

者
が
増
え
る
よ
う
に
身
近
な
地
域

に
住
民
が
自
ら
行
う
、
通
い
の
場

（
サ
ロ
ン
）
を
充
実
さ
せ
て
、
介

護
予
防
事
業
の
機
能
を
強
化
し
ま

す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
自

宅
や
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

を
実
施
し
、
在
宅
生
活
の
支
援
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
認
知
症
の
人
に
早
期

に
対
応
し
、
適
切
な
治
療
や
介
護

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
複
数
の
専

門
家
に
よ
る
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
認
知
症
の

人
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
認
知
症
等
高
齢
者
見
守
り

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
充

実
さ
せ
、
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

通所・入所

介護ケア・サービスの提供

活躍の場の提供自治会や
ボランティアへの参加

地域包括支援センター
ケアマネージャー 老人クラブ・ＮＰＯ・

ボランティア・自治会など

通院・入院
医療ケア・サービスの提供

医療 介護

生活支援・介護予防

住まい

病気になったら… 介護が必要になったら…

いつまでも元気に暮らすために…

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
姿

※図は、「地域包括ケアシステムの姿」（厚生労働省）を加工して作成
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平
成
28
年
度
未
来
創
生
塾
入

塾
式
に
伺
い
ま
し
た
。

　
未
来
創
生
塾
は
、今
年
で
５

年
目
を
迎
え
、群
馬
大
学
と
地

元
企
業
、関
係
団
体
な
ど
と
行

政
が
連
携
し
、年
間
を
通
し
て

親
子
で
地
域
の
自
然
環
境
や
歴

史
、
文
化
、
産
業
な
ど
に
触
れ

る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
子
供
に
は
感
動
を

与
え
、感
性
を
育
み
、保
護
者
は

地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見

で
き
る
大
変
有
効
な
教
育
活
動

で
す
。
年
々
人
気
を
博
し
、昨

年
度
か
ら
よ
り
多
く
の
子
供
が

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
定
員

を
増
員
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
が
桐
生
市
独
自
の

新
し
い
産
・
学
・
官
・
民
の
連
携

ス
タ
イ
ル
と
し
て
定
着
す
る
よ

う
市
と
し
て
も
活
動
支
援
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
塾
生
が

楽
し
い
体
験
を
通
じ
て
、将
来
に

向
け
た
夢
を
見
つ
け
、桐
生
の

良
さ
を
感
じ
、桐
生
を
好
き
な

子
供
に
育
つ
と
と
も
に
、次
世
代

の
桐
生
を
担
う
人
材
に
育
つ
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
」に
よ
り
、過
疎
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
黒
保
根
地
区
で
は
、

過
疎
計
画
を
策
定
し
、市
道・林
道

の
開
設
や
消
防
団
車
両
の
整
備
な

ど
の
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
が
平
成
27
年
度
で
終

了
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
5
年
間

の
過
疎
計
画
を
新
た
に
策
定
し
ま

し
た
。
計
画
の
策
定
に
よ
り
過
疎

対
策
事
業
債
な
ど
、
国
な
ど
の
財

政
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
計
画
の
概
要
は
、
黒
保
根
地
区

の
産
業
の
振
興
や
生
活
環
境
の
整

備
、
高
齢
者
な
ど
の
保
健
及
び
福

祉
の
向
上
、
教
育
の
振
興
な
ど
の

た
め
の
各
種
事
業
を
盛
り
込
ん
だ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
と
し
て
は
、
西
町
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
の
交
流
を

念
頭
に
お
い
た
英
語
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
保
育
園
か
ら
小
学

桐
生
市
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　市が抱える課題に目を向け、
ふるさとの再生に携わりたいと
いう想いをもっている人、自分
の技術や得意分野を桐生市のた
めにいかしたい人を募集します。
　協力隊員の皆さんには、黒保
根町の特産物の販売促進や新メ
ニューの開発、観光資源の振興
業務、高齢者の見守り巡回活動
及び引きこもり対策などの活動
を行っていただきます。
　都市地域にお住まいの御家族
や御親戚、御友人にも、是非、
御紹介ください。
対象＝次の全てに該当する人
①20歳以上40歳以下の人で、
首都圏・中京圏・近畿圏の三大
都市圏及び都市地域などに居住
し、住民票を黒保根町に異動し
移住できる人
②普通自動車運転免許を取得し
ている人
③パソコンの操作やインターネ
ット、ＳＮＳなどの知識を有し、
活用できる人
④心身ともに健康で誠実に職務
を行うことができる人
⑤過疎地域活性化に意欲があり、
地域住民との積極的なコミュニ
ケーションを図り、意欲的に行
動できる人

校
ま
で
英
会
話
な
ど
を
取
り
入
れ
、

英
語
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

国
際
理
解
推
進
事
業
や
定
住
促
進

住
宅
の
建
設
、
地
域
特
産
品
の
開

発
販
売
や
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、

各
種
事
業
を
計
画
に
沿
っ
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
計
画
は
黒
保
根
支

所
市
民
生
活
課
の
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
黒
保
根
支
所

市
民
生
活
課
庶
務
・
税
務
係
（
☎

96
２
１
１
１
）
へ
。

募集人数＝２人
委嘱期間＝１年間（最長３年ま
で延長可能）
活動時間＝原則午前９時から午
後４時まで（１時間の休憩を含
む）週30時間。有給休暇有り。
報償費＝月額166,000円※賞与、
時間外手当、退職手当などは、
支給しません。
応募方法＝５月20日（金）ま
で（消印有効）に、黒保根支所
市民生活課（〒376-0196黒保
根町水沼182‐3）あてに次の
書類を直接又は郵送で提出して
ください。
①写真を添付した履歴書
②住民票抄本など、住所、氏名、
生年月日、性別がわかるもの
③運転免許証の写し
④レポート「桐生市地域おこし
協力隊として取り組みたいこ
と」と題した1,000字程度のレ
ポート※用紙はＡ４判で書式は
自由
第１次選考＝書類審査
第２次選考＝第１次選考の合格
者を対象に、黒保根支所にて面
接を行います。詳しいことは、
第１次選考結果を通知する際に
お知らせします。
※応募にかかる経費については、
個人負担となります。
　問い合わせは、黒保根支所市
民生活課庶務・税務係（☎96
‐2111）へ。

「地域おこし協力隊」募集中
黒
保
根
地
区
に
お
け
る
英
語
教
育
の
充
実
や

地
域
特
産
品
の
開
発
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す

黒保根町

応募は、
５月20日（金）まで

3 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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